

















て、現代の情報社会の homo sapiensが homo citans、すなわち「引用する人間」にならざるをえ
ないことからすれば、人間のすべての営みがパロディであるということになる。そこで、区別
の手がかりとして、普段、パロディの滑稽的効果が挙げられている。ハッチオンの言葉を借り




































































































































































































































































なっている。しかし、“The Teachings of Twentieth-Century Art Forms” というオリジナルの副題が示
しているように、この理論は、主として現代のパロディを取り上げているので、パロディの歴史的
形式、とりわけ西洋文化圏以外のパロディの形式に当てはまらないこともしばしばある。





















8) この判例についてのデータと説明は、Takashi B. Yamamoto の「パロディによる表現の自由と著作
権の保護の限界」、©2002 (www.itlaw.jp/parody)、による。
9) タルトゥ・グループの文化のタイポロジーについては、『涙の詩学・王朝文化の詩的言語』（名古屋
大学出版会、2001年）のなかで、もっと詳しく紹介し分析している（43–44 頁、など）。
10) 二つのテクストからの引用は、『仁勢物語』（小林祥次郎編、日本古典文学 9、勉誠社、文芸文庫、
1993年）による。
11) 詞書の現代語訳：「昔、男がいた。奈良の京は離れ、この京は人の家がまだきちんと整っていなか
った時に、西の京に女がいた。その女は、世間のふつうの女より優れた人だった。その人は、顔か
たちよりは心の優れた人だった。ひとり身をかこつということもでもなかったらしい。その女と、
かのまじめな男が、親しく話をかわして、帰って来て、どう思ったことだったのだろう、時は三月
の一日、（折しも）雨のしとしと降る中を、（次のような歌を）おくった」（『伊勢物語』石田譲二＝
訳注、角川文庫、角川書店）。
12) 「似物
にせもの
」という用語を最初に登場させたのは、源俊頼の『俊頼髄脳』（1111–1115 年）という歌論書
なのである。身分の高い若い女性のために書かれたこの歌論書は、作歌手引書と呼びうるほど、和
歌の技法や歌ことばの使用などについて分かりやすく説明している。なかでは次のような記述があ
る。「また、歌には似物ということあり。桜を白雲によせ、散る花をば雪にたぐへ、梅の花をば、い
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もが衣によそへ、卯の花をば、まがきしまの波かとうかがひ、紅葉をば、錦にくらべ、草むらの露
をば、つらととのはぬ玉かとおぼめき、風にこぼるるをば、袖の涙になし、（中略）世の中のふる
事あれば、今めかしきさまに、詠みなすべきやうもなければ、いかがはすべきと思ひながら、言ひ
出だすにや」（『歌論集』、新日本古典文学全集、小学館、1975年、104 頁）。見立て過程を解き明か
していくこの記述は、立派なメタファー論でありながら、パロディを含めて、「似非もの」として
のメタテクストの展望をも示唆しているのだが、その議論は、「表現志向型」の文化らしく、「寄
す」、「類ふ」、「比ぶ」、「寄そふ」、「成す」など、文彩を通して展開していく。
『涙の詩学』（注 9）のなかでもっと詳しい分析を試みたのである（432–433 頁）。
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